
杭施工精度管理システム

既成杭工事において、計測者と施工者、杭打機操縦者が、施工中の情報をタイム
ラグ無く共有できるようにし、安定した施工品質を確保することを目的として開
発されました。

杭打ちキングPLUS

開発の背景

技術の用途

本技術は既成杭工事において、施工前の杭芯

確認から施工時の各管理項目に対応していま

す。画面共有により、各フェイズの情報共有

が可能となっています。

杭打キングPLUS 4つの利点

①クランプメーターを用いて電流値を計測・システムへの数値のフィードバックを行う

統合型管理装置の構造上不可能だった支持層確認時の電流値のデータ共有が可能になる

機能

作業効率・施工精度の向上
関係者間での施工管理の見える化を実現

導入効果

今後の可能性

会社名：

部署名：
M a i l ：

株式会社鴻池組

技術統括部 ICT推進課
fuku_ty@konoike.co.jp

開発元 お問い合わせ先

技術の諸元


	スライド番号 1

